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長崎総合科学大学で「舶用工業説明会」を実施 

 

当会は、人材確保対策事業の一環として、10 月 4 日に長崎総合科学大学において、工学部 工学科 船

舶工学コース 松岡 和彦教授の協力の下、「舶用工業説明会」を実施した。同大学では平成 24 年度より

毎年説明会を実施しており、本年度で 10 回目となる。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策として、教室に集まった学生に対して、Web 会議

ツールを介して説明を行う、オンライン形式で開催。学生の将来の進路選択肢を広げることを目的とし

て、第 1部は 1年生、第 2 部は 1～3年生を対象に、2部構成で説明会を実施した。 

当会は、会員企業 3社とともに参加。第 1部は、当会常務理事の園田 敏彦より、海事産業の重要性を

説明するとともに、グローバル展開や新技術開発を積極的に進めている舶用業界の現状と今後の動向に

ついて紹介した。 

第 2 部は、ナカシマプロペラ㈱の時國 絢子氏、日本ピラー工業㈱の曽谷 千海氏、阪神内燃機工業㈱

の横山 裕樹氏及び斯波 由高氏より、自社の概要や製品、仕事内容等について講演が行われた。 

当日は、計 50 名の学生が参加。講演者の熱のこもった説明にメモを取る姿が見られ、各社の講演終了

後は質問も出るなど、本説明会は成功理に終了した。 

 

 

記 

 

日  時：令和 3年 10 月 4 日（月）前半：13:30-14:00／後半：14:45-16:15 

参加学生：工学部 船舶工学科（前半：1年生 16名／後半：1～3 年生 34 名） 

担当教員：松岡 和彦先生（工学部 工学科 船舶工学コース 教授） 

実施方法：オンライン形式 

講演内容（講演順）： 

「世界の海上物流を支え成長を続ける舶用工業」 

講演：（一社）日本舶用工業会／常務理事 園田 敏彦 

「ナカシマプロペラの技術と今後の展望」 

講演：ナカシマプロペラ㈱／人事部 時國 絢子氏 

「舶用業界とインターンシップの取り組み」 

講演：日本ピラー工業㈱／総務人事部 人事グループ 主任 曽谷 千海氏 

「船舶のサービス業務について」 

講演：阪神内燃機工業㈱／サービス部サービス課 横山 裕樹氏・総務部人事課 課長 斯波 由高氏 

 

以 上 

 

 

 

（連絡先） 

 一般社団法人日本舶用工業会 業務部 山内     03-3502-2041／yamauchi.yuto@jsmea.or.jp 



 

 

 
講演を聴講する学生の様子 


